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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】水封マルチ利用による無加温ハウストンネル栽培により，エダマメの４月収穫

の半促成栽培と 12月上旬収穫の抑制栽培が可能である。また，ベタロン DT-650とユーラ

ックカンキ 230-4号の露地トンネル栽培により 11月下旬収穫の抑制栽培が可能である。

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

エダマメは収穫後，時間と共に食味が落ちるため，近年は市場出荷以外の直売や契約出

荷が増えている。こうした中，品薄時の市場価格が高いこと，直売所の品目の少ない時期

に提供できること，契約出荷で朝採りの要望が高いことから作期の拡大が求められている。

江東地域では５月中旬～８月上旬収穫が主流である。多摩地域よりも温暖な気候であるた

め，品種，被覆資材等を活用し，長期出荷に向けた技術開発を行う。 

【成果の概要】 

１．資材の活用 

(1)水封マルチを活用した無加温ハウストンネル栽培 

間口 540㎝のパイプハウスに透明マルチを張った 160㎝ベットを作り，条間 45㎝，株

間 15㎝で穴を開け，中央に 40㎝の，脇に 20cmの水封マルチを設置した。トンネル支柱

を立てサンホット（農ビ）を展張した。気温はトンネルとハウスのサイドの開閉により

調整した（図１）。トンネル内の最低気温は外気温より３～９℃高く推移し，外気温-6.8℃

の時は 2.5℃であった（図２）。１日の気温の変化を見ると夕方ハウス内の気温が急速に

低下するのに対し，トンネル内は緩やかに低下し，朝急速に上昇した（図３）。 

(2)露地でのトンネル栽培 

露地圃場に 70 ㎝ベットをし，ベタロン DT-650 とユーラックカンキ 210-4 号を展張し

た。最低気温には差は認められなかったが，トンネル内の平均気温は 1.7℃高く推移した

（図４）。 

２．うどんこ病の発生状況 

2015，2016，2017年に抑制栽培でのエダマメに 11月，うどんこ病が多発したため，品

種間差を 73 品種について調査した。29 品種には発病が見られ，44 品種では発病はみら

れなかった。「初だるま，電光奥原，福だるま，月夜音，大袖の舞，大勝白毛，極早生大

莢」は発病が多く，茶豆風味品種では「おつな姫，味風香」で発病がみられた（表１）。 

３．各作型に適する品種の選定 

(1)ハウストンネル半促成栽培 

４月収穫の半促成エダマメとしては収穫期が早く「福だるま，初だるま」が有望であ

る。「銀翠」は 2016 年では収量，３粒莢数ですぐれたが，2017 年では上物率で劣った。

茶豆風味品種では「陽恵，おつな姫，あまおとめ」が収量で優れたが，「あまおとめ」は

草丈が高く倒伏しやすい（表２）。 
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